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　農林水産政策研究所では，新たな視点や長期的な視野に立った政策研究を推進するため，大学，シンク

タンク等の研究機関の幅広い知見を活用した提案公募型の研究委託事業を行っています。

　今回は，その中から，「農山漁村における共助の定量化・見える化とその効果の解明及びそれら地域コ

ミュニティの実情に応じた政策展開の方法の提案」に取り組んだ研究について，その概要を紹介します。

１．研究の背景
　我が国の農山漁村には，伝統的な農業・農法や集
落固有の伝統・慣習が存在し，それらが基盤となり
集落に固有の住民の関係性（共助）が形成されてき
ました。この農山漁村の特徴の一つである豊かな共
助を基盤としながら，そうした他者との関係性の中
で形成される自助，さらに集落固有の生活様式を踏
まえた政策・施策の検討が求められています。しか
しながら，農山漁村集落の共助を把握する方法，及
びその背景にある生産活動や伝統・慣習との関係，
さらには共助がもたらす社会的効用（課題解決能
力）については必ずしも十分な検討が行われていま
せん。
　島根大学医学部・疾病予知予防研究拠点，静岡県
立大学では，農山漁村集落の医療・介護問題の解決
に資するべく，近隣自治体との共同研究を通して，
集落内の共助を把握する方法，及びその健康維持・
増進効果を検討してきました。また，高齢者の地域
ケアに関する検討では，自助・共助・公助の有機的
な連携の重要性が浮き彫りになってきました。例と
して，農山漁村の集落には，集落内の見守りや自主
組織によるサロン活動を通した相互扶助（共助）が
存在し，その中で要支援，要介護者は必要に応じて
介護保険サービス（公助）を利用しながら，食・運
動習慣の改善や生き甲斐としての農業（自助）を
行っています。したがって，自助・共助・公助につい
て，そのバランスや相互の連携が求められているの
です。
　このように，今後の農山漁村集落の維持・発展を
検討する上では，自助・共助・公助の総合的な評価
が「鍵」となります。しかしながら，これらの関係性
を整理し，定量的な解析に基づく体系的な議論は十
分でありません。したがって，①生産活動や伝統・
慣習と共助の関係，②共助がもたらす安らぎ，癒や
し，健康維持・増進効果や共助と自助の関係を分析
し，③公助が担うべき役割を議論できる段階までに

研究を深め，政策決定に資するエビデンスを提供す
ることが必要です。

２．研究の内容

　本研究では，こうした問題意識を背景に，農山漁
村集落の固有の特徴である共助を基盤とした自助・
共助の有機的な連携に基づく政策展開のあり方を検
討しています。特に，本研究では，これまでの議論
で積み重ねてきた農山漁村の生活モデル（第１図）
を農林業センサス，島根大学生活習慣病コホート研
究（＝島根県下の市町と共同で実施している生活習
慣病の予知予防に関する縦断調査であり，自助や共
助に関するデータを収集）データを活用して実証的
に解明するとともに，共助の構造化を通して公助が
有用に働く政策オプションの類型化を目指していま
す。現時点では，農山漁村の生活モデル解析と集落
調査による共助の見える化を実施しましたので，そ
の一端をご紹介します。

３．現段階で明らかになったこと

　これまでに得られた研究成果を総括すると，（１）
生産活動や伝統・慣習が集落内の共助の形成に影響
を及ぼし，（２）醸成された集落内の共助は個人のス

第１図 農山漁村の生活モデル
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トレス反応を軽減し健康（抑うつ，高血圧症）に対
して好影響を与え，しいては医療費低減に寄与する
可能性が示唆されました。さらには，（３）農村部と
都市部の共助の見える化を通して比較したところ全
く異なる構造を示し，農山漁村の集落間でも固有の
構造を有していることが明らかとなりました。
　農山漁村の共助は，集落固有の特徴（リソース）
として着目され，近年では定量的な評価方法が検討
され始めています。しかしながら，農山漁村集落の
維持・発展の文脈で共助の意義を読み解くには，そ
の背景にある生産活動や伝統・慣習との関係も明ら
かにしなければなりません。そこで，両者の関係に
ついて，上述のデータに基づき定量的な解析を行い
ました。その結果，集落の最も基礎的な活動である
寄り合いや安定した生産活動が共助を高めるととも
に，生産活動に直接的に関連しない文化・生活面で
の集落行事（祭り・集落イベントなど）や環境美化・
自然保護，福祉・厚生も共助を高める一助として機
能している可能性が認められました。以上の知見を
考慮すると，共助の醸成・維持には，生産活動と日
常生活での顔の見える関係性が両軸として重要な役
割を果たしていると言えます。
　また，共助と健康維持・増進効果の検討を通し
て，抑うつ，高血圧症との関係が明らかになりまし
た。同様に，共助と喫煙習慣の関係も示されたこと
から，共助は，ストレス反応を軽減し，抑うつ，高血
圧症の予防や望ましい生活習慣をもたらす効果があ
ると考えられます。また，共助が医療費の低減につ
ながる可能性も見て取れました。本示唆は，他地域
の先行研究に基づき実施したシミュレーションの結
果であり，今後の更なる精査が必要ですが，高血圧
症との関係や生活習慣病のリスクファクターである
喫煙習慣との関係を鑑みれば不思議な結果ではあり
ませんが，農山漁村の固有の特徴である共助の社会
的効用を論じるうえで重要な知見であると考えま
す。当然のことながら，両者の関係は単純でなく，個
人の生活行動様式によっても大きく左右されること
から，最終年度の報告ではそれらの影響も含めて丁
寧に整理をしたいと考えています。
　そのための切り口としては，共助の見える化が考
えられます。すなわち，集落内の人と人とのつながり
（ネットワーク）を明らかにすることにより，いかな
る関係性が基盤となって共助が維持され自助が生み
出されているのかを紐解くことが出来ます。そこで
本研究では，他者との接触頻度や時間・場所を把握
することにより人と人とのつながり（ネットワーク）
の定量化と見える化を試みました。検討に際して
は，最初に農村部と都市部の比較を行い，農村部は
都市部に比べて仕事（農作業），地域行事，日常生
活（趣味や茶飲み話など）で接する友人・知人の類

似性が非常に高く，週あたりの接触頻度も多く，１回
あたりの接触時間が短いことが明らかとなりまし
た。つまり，農村部の人と人とのつながり（ネット
ワーク）は生活の一部であって（アポイントメントに
基づき会う非日常のつきあいとは異なっている），言
い換えれば集落における生産活動や伝統・慣習の表
現型であるともいえます。さらには，農村部の特徴
を深く考察するため，公助依存型の集落，共助基盤
型集落などを類型化し，同様の調査を実施しまし
た。特筆すべき結果として，各集落間で接触頻度や
時間について大きな違いは認められませんでした
が，見える化を行ったところ構造の多様性が示され
ました。公助依存型の集落では人と人とのつながり
（ネットワーク）は，特定の人物を中心として拡散的
に広がっていましたが，共助基盤型の集落では集落
の課題に応じた構造が見て取れました。すなわち，
前者は，生産活動も伝統・文化もトップダウンによっ
て形づくられており，後者は目的に応じて小集団の
つながり（ネットワーク）が構築されていました。こ
のように農山漁村の集落は，多様な個性を有してい
ることから，効率，効果的な政策オプションの提起
においては丁寧な整理が求められるのです。

４．おわりに

　農山漁村の各集落には，生産活動とともに生活・
文化が一体化して発展してきた歴史的な経緯から，
固有の共助，自助が存在しています。しかしながら，
従来の政策的議論では，生産活動の定量的な評価に
主眼が置かれてきました。したがって，各集落に備
わる固有の特徴（リソース）である共助，さらに共助
に支えられた自助を捉え，集落の実情に即した政策
展開に関する議論が今後の少子・高齢化の進展が著
しい農山漁村においては有用です。そこで，本研究
では，共助の定量化・見える化を図り，自助・共助・
公助の関係性を整理し，集落の特徴に応じた関係主
体の望ましい連携のあり方を提起することを目指し
ています。同時に，この取組は，農山漁村の集落が
次世代に何を伝え，何を継承すべきであるかという
論点の一助につながることが期待されます。

＜参考＞

・Hamano T, Fujisawa Y, Shiwaku K, et al. Contributions of social 

context to blood pressure: findings from a multilevel analysis of social 

capital and systolic blood pressure. Am J Hypertens 2011; 24: 

643-646.

・Hamano T, Fujisawa Y, Shiwaku K, et al. Social capital and psycho-

logical distress of elderly in Japanese rural communities. Stress and 

Health 2011: 27; 163-169.





アクセシビリティレポート





		ファイル名 : 

		121126_pr50_03.pdf









		レポートの作成者 : 

		



		組織 : 

		







[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]



概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 2



		合格: 13



		不合格: 15







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		スキップ		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

